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報 告 内 容

プレパラートサーベイ結果

アンケート集計結果

回覧方法の変更点



サーベイ実施概要

テーマ ：「甲状腺・リンパ節」

参加施設： 63施設

参加者 ： 166名

回覧期間： 2024年9月4日～2025年10月17日



テーマの選定理由

1.規約の変更

2023年10月「甲状腺癌取扱い規約 第9版」発行

 一部に名称の変更等があり

  2.出題頻度が少ない

 直近10年で数問のみ

 甲状腺の取り扱いがない施設も想定される



実 施 方 法

・プレパラート標本を各施設に回覧

5つの選択肢より組織型の解答を求める形式

・各施設の代表者を対象にアンケート調査

甲状腺の標本作製方法及び報告様式

・Googleフォームを用いたWeb回答形式



出 題 症 例
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【解答の内訳】

症例1 乳頭癌 正解率：97％

第9版より「濾胞上皮細胞」は

  「濾胞細胞」と表記する

80代、女性 甲状腺左葉



【解答の内訳】

症例2 膨大細胞腫瘍 正解率：89.2％

最も苦戦 ＆ 改訂で名称変更した症例

60代、男性 甲状腺右葉



症例2 膨大細胞腫瘍 正解率：89.2％
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【不正解 回答者の内訳】



膨大細胞腫瘍の変更点 

好酸性細胞型濾胞腺腫/濾胞癌は濾胞腺腫/濾胞癌から独立

膨大細胞腺腫/癌と名称変更

判定区分：濾胞性腫瘍のまま

細胞診の推定診断名は「膨大細胞腫瘍」を使用

甲状腺取扱い規約第9版より



【解答の内訳】

症例3 慢性甲状腺炎 正解率：91.6％

50代、女性 甲状腺右葉



症例3

VS慢性甲状腺炎 MALTリンパ腫

供覧症例2

鑑別のポイント

濾胞細胞の好酸性変化、リンパ球所見



【解答の内訳】

症例6 腺腫様甲状腺腫 正解率：91.0％

70代、女性 甲状腺右葉



この症例の難しいポイント

背景に嚢胞成分を示唆する所見がない

腺腫様甲状腺腫の細胞像は多彩

背 景
コロイド、泡沫細胞、線維芽細胞

ヘモジデリン貪食組織球、変性赤血球

濾 胞
細 胞

小型類円形～立方状、大型好酸性細胞

シート状、濾胞状、乳頭状

細胞が大きくなると

核の大小不同や核間距離の不均一

これらは症例により

割合や出現の有無が異なる



pap



MG



【解答の内訳】

供覧症例3 硝子化索状腫瘍 正解率：92.8％

核内細胞質封入体が目立つが、

核重畳、すりガラス状核は見られない

60代、男性 甲状腺



【解答の内訳】

供覧症例4 組織球性壊死性リンパ節炎 正解率：98.2％

30代、女性 左頚部リンパ節



アンケート集計結果



アンケート集計 概要

対 象： 甲状腺材料の取り扱いがある55施設（55/63）

質問内容： ① 甲状腺の標本作製方法

 ② 甲状腺の報告様式

 ③ 細胞診の報告様式を変更するきっかけ



①甲状腺の標本作製方法

病理技師、臨床医以外のスタッフ

看護師、生理検査室技師76%

15%

7% 2%

技師がベッドサイドで作製

臨床医が作製

他のスタッフが作製 その他



 ②甲状腺の報告様式

単一の報告様式 49施設 報告様式の併用 6施設

71%

16%

8%

2% 2%

規約に準じた7区分

5区分

Class分類

ベセスダシステム ４区分

class分類 + 5区分 3施設

class分類 + 7区分 1施設

class分類 + ベセスダ 1施設

7区分   + 5区分 1施設

道内でベセスダシステムを採用

２施設のみ



③報告様式変更のきっかけ

複数選択可



回覧方法の変更点



サーベイ担当者

道南地区

室蘭地区

道央地区

道北・北見地区

道東・十勝地区

各地区単位での発送の廃止 輸送コスト、回覧期間の短縮

サーベイ担当者

道南地区

室蘭地区

道央地区

道北・北見地区

道東・十勝地区

Before After



地区責任者の役割変更

Before After

地区責任者施設

施設A

施設B

施設C

施設D

地区責任者施設

施設A

施設B

施設C

施設D

施設E

地区責任者施設

サーベイ担当者へ 次の地区へ発送



会員の皆さまへのお願い

今回の変更に伴い

各施設での標本の破損確認の重要性が増している

標本到着時、標本発送時
確認と記載の徹底

万が一の破損は
すぐに担当者へ連絡



正解率は良好

規約の変更内容を周知できた

まとめ

第32回プレパラートサーベイ

標本作製や報告様式への

細胞検査士の積極的な関与

サーベイ結果 アンケート結果

実際の標本の鏡検が可能なサーベイとして

会員の皆さまのご協力を得ながら継続していきたい
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